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はじめに                           

このたびは本製品を、お買い上げいただきましてありがとうございます。 

この取扱説明書は、本製品の使いかたと使用上の注意事項について記載しています。 

ご使用前には必ず、この取扱説明書をよくお読みいただき、事故が起こらないよう、内容

にしたがって正しくお使いください。 また、お読みになった後も、この取扱説明書をす

ぐに取り出せる所へ大切に保存してください。 

取扱説明書の内容と合わせて、作業現場内での規則を守り安全に作業してください。 

 

 

●昇降作業台は、正しく使われないと転倒や転落の危険があります。 

お使いになるときは、昇降作業台の安定した状態を確認してください。 

●この取扱説明書に書かれた使いかた以外の使用方法や注意事項を守らずに、事故

を起こされても責任を負いかねますのでご了承ください。 

 

表示マークについて                      

取扱説明書や製品のラベルに記載されている マーク付きの説明は、安全上、特に重要な

項目ですから、必ずお守りください。 

危険 

記載されている内容を守らなければ、死亡

や重大な事故が生じる危険が極めて大き

いことを示します。 

警告 

記載されている内容を守らなければ、死亡

や傷害事故が生じる危険のあることを示

します。 

注意 

記載されている内容を守らなければ、けがや

製品が破損する恐れがあることを示します。 

※破損したままで使用しますと、転倒や転落

による傷害事故の原因になります。 
 

 

このマークは、禁止（してはいけ

ないこと）を示します。 
  

 

このマークは、強制（必ずするこ

と）を示します。 

 

＜絵表示について＞ 

警告表示の要点が一目で理解できるよう

に、取扱説明書の中で絵表示を使用してい

ます。絵表示には下記の意味があります。 

 
感電注意 

持ち運びや移動・設置時に、配電線に触れると、

感電して危険であることを注意しています。 
 

 

可動部や開閉部で 

手をはさまないよう注意 

可動部や開閉部などで手をはさむ恐れが

あることを注意しています。 
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ご使用前の準備(製品が届いたら)          

１．梱包を外してください。 

２．付属品（作業床上用電源コード、電源ボックス用キー）が付属されていることを確認してください。 

３．下部ボックス側面の開閉板を開け、充電用差込みプラグを取り出してください。 

AC100Vコンセントにさすと充電を開始します。 

付属の電源ボックス用キーをキースイッチに差込み、右に回して電源ＯＮにしてください。 

残量計点灯用押しボタンを押すと、バッテリーの充電状態がバッテリー残量計で確認出来ます。 

満充電になりましたら充電用差込みプラグを抜いてください。 

  ※電源OFF状態では残量計は点灯しません。電源ON状態で点灯用押しボタンを押し、残量計 

を確認してください。 

※充電用差込みプラグは無理に引張らず、充電後コードは束ねて収納してください。 

  

＜付属品＞ 

 
 

各部名称・ラベル貼付位置             

番号 名 称 備考  番号 名 称 備考 

１ 台車   14 開閉手すり（中さん）  

２ ブレーキ付き自在車輪   15 移動用ハンドル  

３ 固定車輪   16 アウトリガー収納ボックス  

４ アウトリガーソケット   17 下部ボックス  

５ アウトリガー   18 電源ボックス（制御箱）  

６ アウトリガー抜止めピン   19 コントロールボックス  

７ アルミ支柱   20 手動降下装置  

８ 補強ブレス   21 水準器  

9 支柱カバー   22 油タンクキャップ  

10 吊り具   23 墜落制止用器具掛け金具  

11 フォーク差込口   24 充電用差込みプラグ（約 2m）  

12 作業床   25 残量計  

13 手すり枠      

※24 は下部ボックス内にあります。開閉板を開けて取出してください。 

開閉板

充電用差込みプラグ（ＡＣ１００Ｖ）

（満充電は右端が点灯）

残量計点灯用押しボタン

バッテリー残量計

キースイッチ

電源ボックス用キー

作業床上用電源コード：１０ｍ
梱包を

外す 
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＜ラベルの手入れ＞ 

ラベルは表示内容が確認できるよう、傷つけないでください。 

ラベルが汚れている場合は、水などで汚れを落とした後やわらかい布で拭いてください。 

 

 

（イラストは EWA-75ADC 型を示す） 

 

 

 

 

シリアルナンバープレート

使用上の注意ラベル

ラベルナンバー：７３４５２

　頭上注意ラベル

ラベルナンバー：７３５３８

（作業床下部）

使用質量ラベル

ラベルナンバー：７３４３８

作業床下部

　手はさみ注意ラベル

ラベルナンバー：７３５３６

　コンセント注意ラベル

ラベルナンバー：７３４５３

　吊り具表示ラベル

　ラベルナンバー：ＤＰ－５３－○

手動降下装置操作ラベル

ラベルナンバー：ＤＰ－５７－○

取扱説明ラベル

ラベルナンバー：７３７２１

本体表示ラベル

ラベルナンバー：７５１０３

取扱説明ラベル

ラベルナンバー：７３７２１
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＜電源ボックス（制御箱）＞ 

     

 

 

＜コントロールボックス＞ 

      

 

＜下部ボックス（昇降面側）＞ 

 
 

１．ラベルを取寄せるときは、ラベルナンバーをご連絡ください。 

２．ラベルナンバーはラベルに記載されています。 

３．ラベルナンバーの○は、改訂ナンバーです。 

電源

パイロットランプ

＜裏面＞

サーキットプロテクタ

　回路保護用

キースイッチ表示ラベル

ラベルナンバー：ＤＰ－５５－○

制御盤用ラベル

ラベルナンバー：ＤＰ－５６－○

アウトリガー

インターロックランプ

残量計点灯用

押しボタン

残量表示ラベル

ラベルナンバー：７３６７３

作業床上用電源コネクタ用キャップ

作業床上用電源コネクタ表示ラベル

ラベルナンバー：ＤＰ－６７－○

バッテリー残量計

昇降動作表示ラベル

ラベルナンバー：ＤＰ－５２－○

レバー

押しボタン

コンセント（カバー開閉式）

使用電力７００Ｗ以下

開閉板を開けた状態開閉板を閉じた状態

充電器操作ラベル

ラベルナンバー：７３６６８

充電中操作禁止ラベル

ラベルナンバー：７３７３０
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安全のために、必ず守っていただきたいこと     

ここに記載されている注意事項を守らないと、死亡や重大な事故、製品の破損

が生じる恐れがあります。 
 
１．使用条件について 

警告 

 

この製品は、本体表示ラベルで
の最大使用質量の範囲内で使
用してください。 

本製品の乗員は 1名です。 

体重と荷物の合計質量が、最大使用質量を超える

ときは、使用しないでください。 

また、荷物は作業床より、はみ出さない大きさに

してください。 

 

警告 

 

昇降作業台としての用途以外
の使いかたをしないでくださ
い。 

この製品は、高い所で作業するための足場として

作られた「昇降作業台」です。 

人の乗り移りの足場として用いたり、作業床から

荷物をぶら下げた状態で製品を使用しないでく

ださい。 

使いかたを誤ったり、用途以外の使いかたをしま

すと転倒や転落による重大な事故の恐れがあり

ます。 

 

警告 

 

昇降作業台を加工や改造しな
いでください。 

本製品を分解・改造しないでください。 

分解や改造は本来の機能をそこね、事故や故障の

原因となります。 

分解や改造が必要な場合は弊社にご相談くださ

い。弊社にご相談なく分解、改造されたことに起

因する事故や故障については責任を負いかねま

す。 

 

警告 

 

取扱説明書・警告ラベルの内容
が理解できない人には、使わせ
ないでください。 

この製品の取扱説明書やラベルには、安全に使用

する上で特に重要なことが書かれています。注意

事項をよく読み、理解してお使いください。 

 
 

注意 

 

貼りつけてあるラベルが無く
なったり、読めなくなった製品
は使わないでください。 

必ず、弊社から新しいラベルを取り寄せて、正し

い位置に貼り、内容を理解してから使ってくださ

い。 

※ラベルを取り寄せるときは、ラベルナンバー

（4～5ページを参照）をご連絡ください。 

 

注意 

 

安全のため、お使いになるとき
は保護帽（ヘルメット）及び墜
落制止用器具を着用してくだ
さい。 

墜落制止用器具を使用する際は、作業場所側の強

固な梁などに掛けてから作業してください。掛け

る場所がない場合に限り、作業床の墜落制止用器

具掛け金具を使用してください。 

 

警告 

 

可動部や開閉部などで手をは
さまないように注意してくだ
さい。 

昇降中は、可動部に手や身体・衣服 

が触れないようにしてください。 

可動部で手がはさまれる恐れがあり 

ます。 

 

警告 

 

作業床の上で脚立等を使用し
て作業しないでください。 

転倒や転落の恐れがあります。 

 

警告 

 

手すり枠に乗ったり荷物を載
せないようにしてください。 

足が滑ったり、破損によって転倒や転落の恐れが

あります。 

 

警告 

 

他の構造物や、複数の昇降作業
台との間に足場板等を掛け渡
して作業床として使用しない
でください。 

転倒や転落の恐れがあります。 
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安全のために、必ず守っていただきたいこと                 

 

警告 

 

作業中、壁や物を無理に押した
り、引いたりしないでくださ
い。 

無理に押したり、引いたりすると、反動で昇降作

業台が不安定になり、転倒や転落の恐れがありま

す。 

 

警告 

 

溶接をする際、昇降作業台本体
からアースを取らないでくだ
さい。 

作業者が感電したり、機器が破損す 

る恐れがあります。 

本製品のまわりで溶接作業をする際 

は、製品を養生してから行ってください。 

 

警告 

 

昇降作業台を使用していると
き、アウトリガーを調節した
り、外したりしないでくださ
い。 

昇降作業台が不安定になり、転倒や転落の恐れが

あります。 

 

注意 

 

昇降作業台を移動させるとき
は、必ず作業床を最下部まで下
降させ、移動用ハンドルを持っ
て操作してください。 

移動用ハンドル以外を持って昇降作 

業台を移動させると、可動部で手を 

はさんだり、製品が破損する恐れが 

あります。 

 

注意 

 

作業床に作業者を乗せたまま、
製品を移動させないでくださ
い。 

転倒や転落の恐れがあります。 

 

 

２．ご使用になる前に 

警告 

 

使う前には、必ず「ご使用前の
点検（始業前点検）」を行い、
異常の無いことを確認してく
ださい。 

異常のあるときは、絶対に使わないでください。

重大な事故につながる恐れがあります。 

ご使用前の点検（始業前点検）は、11ページを

参照ください。 
 

警告 

 

変形した昇降作業台を使わな
いでください。 

この製品はアルミ製です。曲がったアルミ材は曲

げ直すと強度がいちじるしく低下します。したが

って、変形した製品を修理して使いますと、容易

に折れたり曲がったりして、重大な事故につなが

る恐れがあります。 

 

３．設置する場所について 

危険 

 

設置するときや移動するとき
は、配電線・送電線に注意して
ください。 

この製品は電気を通しますので、配電 

線・送電線に触れると感電し、重大な 

事故につながる恐れがあります。 

配電線・送電線からの推奨離隔距離は、8ページ

を参照ください。 

 

警告 

 

悪天候時（雨、雪、強風時等）
は、使用しないでください。 

風にあおられたり、足元が滑ったりし、重大な事

故につながる恐れがあります。 

また、本製品には電気部品を使用していますの

で、雨に濡れたまま使用すると機器が破損する恐

れがあります。 

 

警告 

 

足元や周囲・頭上がはっきり見
えない暗がりには、設置しない
でください。 

暗い場所では照明を設けるなど、周囲を十分に明

るくし作業に必要な照度を確保してください。 

また、作業区域内には作業者以外が近づかないよ

うにしてください。 

 

警告 

 

昇降作業台が安定しない場所
には、設置しないでください。 

台車が水平になるように設置し、安定しない場所

では使用しないでください。 

不安定な場所で使用すると、重大な事故につなが

る恐れがあります。 
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配電線・送電線からの推奨離隔距離 

電路 
送電電圧 

（V） 

労働基準局長通達（※） 

最小離隔距離（m） 

配電線 
100～200 1.0 以上 

6600 1.2 以上 

送電線 

20000～30000 2.0 以上 

77000 2.4 以上 

154000 4.0 以上 

275000 6.4 以上 

500000 10.8 以上 

※労働基準局長通達 昭和 50 年 12 月 17 日 基発第 759 号 

 

製品仕様                     

型式 EWA-46ADC 型 EWA-60ADC 型 EWA-75ADC 型 EWA-89ADC 型 

最大使用質量 160ｋｇ 130ｋｇ 

作業床高さ（最大） 4600ｍm 6000ｍm 7500ｍm 8900ｍm 

作業床高さ（最小） 410ｍm 410ｍm 420ｍm 420ｍm 

作業床の大きさ 660ｍｍ×680ｍｍ 

手すり枠高さ 1100ｍｍ 

アウトリガー 

展開寸法 
1410ｍｍ×1710ｍｍ 

 

収納寸法 

 

高さ 

幅 

奥行 

1980ｍｍ 

780ｍｍ 

1190ｍｍ 

1980ｍｍ 

780ｍｍ 

1190ｍｍ 

1980ｍｍ 

780ｍｍ 

1190ｍｍ 

1980ｍｍ 

780ｍｍ 

1230ｍｍ 

上昇時間／下降時間 約 50 秒／約 35 秒（負荷荷重・外気気温等により変動） 

パワーユニット 
12V バッテリー・油圧式（定格 60 秒） 

※連続昇降運転不可（3 分以上間隔をあけてください） 

充電器 AC100V 差込みプラグ 

充電時間 最大 約 8 時間 

昇降回数（満充電時） 約 50 回（負荷荷重・外気温等により変動） 

作動油 ＩＳＯ ＶＧ 32 相当（油量：5L） 

キャスター 
ブレーキ付自在車輪（2 輪） φ150ｍｍウレタン車輪 

固 定 車 輪（2 輪）   φ200ｍｍウレタン車輪 

製品質量 325ｋｇ 355ｋｇ 385ｋｇ 415ｋｇ 

標準装備 

・アウトリガーインターロック 

・作業床上電源（700W まで） 

・手動降下装置 

・水準器 

・過積載防止装置（EWA-89ADC 型のみ） 

※最大使用質量以上の負荷がかかると油圧機器保護回路が作動し、作業床

は上昇しません。このとき、油圧ユニットから動作音がします。 

※仕様は予告なく変更する場合があります 
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バッテリー（蓄電池）について           

本製品は、下部ボックス内にバッテリー（蓄電池）を搭載しています。 

下記の注意事項を守って、製品をご使用ください。 

 

危険 

・バッテリーは水素ガスを発生する場合があります。バッテリーに火気を近づけたり、

火花を発生する部品や機器の近くで製品を使用しないでください。 

・バッテリーの＋端子と－端子を金属類で短絡させると、やけどの恐れ、バッテリー破

損や引火爆発の原因となります。 

 

警告 

・バッテリーの充電は、本製品に搭載されている充電器を使用してください。その他の

充電条件で充電すると、発熱・爆発の原因となります。 

・下部ボックスが浸水する恐れのある場所で使用しないでください。バッテリーの端子

が腐食したり、感電や火災の原因となります。 

・バッテリーを分解、改造、破壊しないでください。発熱・爆発の原因となります。 

 

注意 

・50℃を超える場所で製品を使用したり保管したりしないください。バッテリーの性能

や寿命が低下したり、破損や変形の恐れがあります。 

・バッテリーは作業終了ごとに充電してください。 

製品を長期間使用しないときでも、定期的に充電（最低 1 ヶ月に 1 回充電）してくだ

さい。バッテリーを放電しすぎると性能や寿命が低下したり端子がさびたりする原因

になります。 

・製品及び下部ボックスに強い衝撃や激しい振動を加えないでください。バッテリーが

破損する恐れがあります。 

・バッテリーは満充電状態で保管してください。放電状態での保管は寿命が短くなる原

因となります。 

 

 

＜バッテリー残量計＞ 

電源ボックス（制御箱）にバッテリー残量計を設置しています。 

電源ＯＮにし、残量計点灯用押しボタンを押している間のみ残量計が点灯しますので、

残量確認用としてお使いください。 

※残量計はバッテリー残量を示す目安です。 

※電源 OFF 状態では残量計は点灯しません。電源 ON 状態で点灯用押しボタンを 

押し、残量計を確認してください。 
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バッテリー充電器について             

本製品は、下部ボックス内にバッテリー充電器を搭載しています。 

下記の使用方法及び注意事項を守って、製品をご使用ください。 

 

【使用方法】 

下部ボックス側面の開閉板を開け、充電用差込みプラグを取り出してください。 

AC100V コンセントに接続すると充電を開始します。 

差込みプラグ及びコードは無理に引張らず、充電後コードは束ねて収納してください。 

※バッテリーの充電状態は、付属の電源ボックス用キーをキースイッチに差込み、 

右に回して電源ＯＮにし、残量計点灯用押しボタンを押して確認してください。 

満充電になりましたら充電用差込みプラグを抜いて収納してください。 

※バッテリーの充電は、電源 OFF 状態で行ってください。 

 

       

【注意事項】 

危険 

バッテリー充電中は、バッテリーから水素ガスが発生する場合があります。火気を

近づけたり、火花を発生する部品や機器の近くで充電しないでください。 

 

注意 

・バッテリー充電用コードは本製品専用品です。他の用途には使用しないでください。 

・バッテリー充電中は製品を操作しないでください。充電器破損の原因となります。 

・バッテリー充電は、風通しの良い場所で行ってください。埃や極端に湿気の多い

場所で充電すると機器破損の原因となります。 

開閉板

充電用差込みプラグ（ＡＣ１００Ｖ）

（満充電は右端が点灯）

残量計点灯用押しボタン

バッテリー残量計

キースイッチ
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ご使用前の点検（始業前点検）           

使用前には、必ず各部の点検を行ってください。異常があった場合には絶対に

使用せずに、弊社にご相談ください。 

  

１．外観点検 

台車、アウトリガー、支柱、作業床、手すり枠等の各部に曲がり・ねじれ・へこみ等の

変形や亀裂の有無を確認してください。また、各部のボルトが緩んでいないことを確認

してください。 

手すり枠の開閉手すり（中さん）がスムーズに開閉できるかを確認してください。 

また、各ラベルが読み取れることを確認してください。 

 

２．電気系統の点検 

付属の電源ボックス用キーをキースイッチに差込み、右に回して電源ＯＮにし、アウト

リガーを設置した際、各表示ランプが点灯することを確認してください。 

バッテリー残量計点灯用押しボタンを押し、バッテリー残量(目安)を確認してください。 

また、配線及びケーブル類に傷・亀裂・腐食がないか確認してください。 

 

３．アウトリガージャッキ部の点検 

アウトリガージャッキが正常に回転しジャッキアップできること、またジャッキ部に変

形等がないことを確認してください。 

 

４．油圧機器の点検 

油圧ユニット、シリンダ、各油圧ホース類からの油漏れがないか確認してください。 

また、作動油油量も確認し、減っている場合は補充してください。 

作動油は油タンクキャップ付属のレベルゲージメモリ『10～12』の位置が正常値です。 

※必要以上に補充すると、油圧ユニット作動時・運搬時等に油漏れすることがあります。 

作動油は火気厳禁で取扱いください。（作動油：ＩＳＯ ＶＧ 32 相当） 

 

５．昇降動作の点検 

昇降動作時、不安定な動作や各部からいちじるしい異音がないことを確認してください。 

駆動部から異音がある場合は注油してください。 

 

６．駆動部の点検 

シーブ・チェーン等駆動部の給油状態、たるみ・変形等がないことを確認してください。 

 

7．手動降下装置の点検 

作業床を少し上昇させ、手動降下装置にて下降できることを確認してください。（地上に

いる作業補助者が操作してください。）手動降下装置の操作方法は、13 ページを参照。 

※手動降下装置は停電及び故障時以外では使用しないでください。 
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アウトリガーアウトリガー抜け止めピン

ジャッキハンドル

昇降作業台の使いかた               

＜製品の組立て＞ 

①作業する真下に製品を設置してください。 

このとき、必ず製品を安定した床面に設置してください。 

②ブレーキ付自在車輪（2 輪）のブレーキをロックしてください。 

③付属の電源ボックス用キーをキースイッチに差し込み、右に回し電源ONにしてください。 

電源パイロットランプが点灯します。 

④アウトリガー（4 箇所）をアウトリガー抜け止めピンがロックされる奥まで差し込み、ジ

ャッキハンドルを右に回しジャッキアップしてください。（下図参照） 

このときすべての車輪が少し持ち上がる程度（10ｍｍ程度）にジャッキアップし、台車

に取付けてある水準器で水平を確認してください。 

 

 

注意 

・すべてのアウトリガーが正常にセットされなければ、作業床の上昇操作ができません。 

正常にセットされると電源ボックスのアウトリガーインターロックランプが点灯します。 

 

  

   

  

インターロック

ランプ点灯
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昇降作業台の使いかた                           

＜作業床の昇降＞ 

①作業床を最下部まで下降させた状態で、手すり枠の開閉手すり（中さん）を上にスライ

ドさせ乗込んでください。乗込み後、開閉手すりを静かに下に戻してください。 

②コントロールボックスを操作すると作業床が昇降します。 

押しボタンを押しながらレバーを右に回せば上昇。 

押しボタンを押しながらレバーを左に回せば下降。 

押しボタンまたはレバーから手を放すと作業床は停止します。 

※最大伸長または最下部に達したとき作業床は停止します。 

最大伸長時は油圧機器保護回路が働き、油圧ユニットから 

動作音がすることがありますが異常ではありません。 

動作音が聞こえたら上昇操作を止めてください。動作音が 

出たまま上昇操作を続けると機器の破損の原因になります。 

 

警告 
・上昇操作時は、頭上や周囲に障害物等がないことを確認してください。 

・下降操作時は、作業床の下に人や障害物等がないことを確認してください。 

また、下降している昇降作業台には近づかないでください。 

注意 
昇降操作は必ず両手で行ってください。 

 

作業中、電源停止や故障時にコントロールボックスでの下降操作ができなくなった場合は、

地上にいる作業補助者が手動降下装置を操作し作業床を下降させてください。（下図参照） 

 

＜手動降下装置＞ 

 

危険 
手動降下装置を操作する場合は必ず、作業者の了解を得た後行ってください。 

急に下降させると、作業者の動作が不安定となり転落の原因となります。 

※手動降下装置は確実に操作してください。乱暴に操作すると変形等の原因になります。 

台車

手動降下装置（ＰＵＳＨ）

電源停止・故障時の下降用

＜コントロールボックス＞ 

押しボタンを押しながら 

レバーを右に回せば上昇 

レバーを左に回せば下降 

    

レバー

押しボタン
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昇降作業台の使いかた                          

＜墜落制止用器具について＞ 

作業時、墜落制止用器具を使用する際は作業場所側の強固な梁などに掛けてから作業して

ください。掛ける場所がない場合に限り、作業床の墜落制止用器具掛け金具を使用してく

ださい。 

 

＜作業床のコンセント使用について＞ 

作業中、必要に応じて作業床のコンセントを使用してください。 

作業床上用電源コードのコネクター側を電源ボックスへ取付け、リングをロックし、コン

セント（AC100V）に差し込むと作業床のコンセントが使用できます。 

※機器破損の恐れがあるため、昇降動作中に作業床のコンセントを使用しないでください。 

警告 
・付属された電源コード以外を本製品に使用したり、付属された電源コードを他の製品に

使用しないでください。 

・作業床のコンセントは、消費電力が 700W 以下の機器を使用してください。 

異常電流が流れた際、電気回路保護のため電源ボックスのサーキットプロテクタが作動

します。（サーキットプロテクタの位置は 5 ページを参照。） 

※点検後、製品に異常がみられない場合は、地上にいる作業補助者がサーキットプロテ

クタをリセットしてください。飛び出たサーキットプロテクタを押し戻せばリセット

されます。 

 

＜作業終了＞ 

①作業床を最下部まで下降させてください。 

 ※最下部まで下降させないと、エレベーター等の開口部を通れなくなったり、製品移動

時転倒の原因になることがあります。 

②アウトリガーのジャッキハンドルを左に回しジャッキを緩めてください。 

アウトリガー抜け止めピンを引張りながらアウトリガーを取外し、収納ボックスに収納

してください。このとき、作業床側にアウトリガーベースがくるよう収納してください。 

※アウトリガーは重量があるため、引き抜く際地面に落下させたりしないよう取扱いに

注意してください。 

③キースイッチを左に回して電源 OFF にした後、作業床上用電源コードを使用している場 

合は電源コードを取り外してください。 

④製品を運搬・保管されるときは、電源ボックス用キーを抜いてください。 

 ※関係者以外の使用を防ぐため、キーは必ず外して保管してください。 
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運搬と保管のしかた                

製品を運搬・保管する場合は必ず、作業床を最下部まで下降させ、アウトリガ

ーをすべて収納し、電源ボックス用キー・充電用差込プラグ・作業床上用電源

コードを取外した状態で行ってください。 

車輌などで製品を運搬する場合は、荷台にしっかり固定し、製品が雨等に濡れ

ないようカバーをかけるなど処置をしてください。 

 

１．移動のしかた 

ブレーキ付き自在車輪のブレーキ（2 箇所）を解除し、移動用ハンドルを持って移動させ

てください。 

注意 
移動用ハンドル以外を持って昇降作業台を移動させると、可動部で手をはさんだり、製

品が破損する恐れがあります。 

 

２．クレーンで製品を積込むには 

支柱の後部側先端（作業床と反対側）に取り付けてある吊り具を使用してください。 

吊り上げた際、製品が傾きますので周囲の状況を確認した後慎重に吊り上げてください。 

また、製品を降ろす際も同様に、慎重に操作してください。 

注意 
本製品はアルミ製ですので、急激に吊り上げたり、降ろしたりすると変形や破損の原因

となります。 

 

３．フォークリフトで製品を積込むには 

台車下部（支柱側）にあるフォーク差込口にツメを挿入してください。 

注意 
フォークのツメは確実に奥まで差し込んでください。フォークリフトで持ち上げた際、

製品が不安定になりますので、注意して積込みを行ってください。 

 

４．保管のしかた 

・保管時は製品の汚れ（泥、セメント、石灰、海水等）を拭きとり、雨や直射日光の当

たらない、風通しの良い乾燥した場所に保管してください。 

・保管時は不意の移動を防ぐため、必ずブレーキ付き自在車輪（2 箇所）のブレーキをか

け、平らで水平な場所に保管してください。 

・製品を長期間使用しないときでも、定期的に充電（最低 1 ヶ月に 1 回充電）してくだ

さい。バッテリーを放電しすぎると性能や寿命が低下したり端子がさびたりする原因

になります。 

・関係者以外の使用を防ぐため、電源ボックス用キーは外して保管してください。 
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「故障かな？」と思ったら（不調診断）       
＜現象＞・製品がスムーズに移動できない。 

点検する箇所 処置のしかた 

ブレーキ付自在車輪（2輪）のブレーキがロックさ

れていないか。 
車輪のブレーキを解除してください。 

車輪にゴミ等の異物混入はないか。 異物を取り除き、潤滑油を注油してください。 

 

＜現象＞・電源ボックスの電源パイロットランプが点灯しない。 

点検する箇所 処置のしかた 

電源ボックス用キーが差し込まれ、右に回されてい

るか。 

電源ボックス用キーを正常に差し込み、キーを右に

回してください。（12ページ参照） 

電源ボックスのサーキットプロテクタが作動（飛び

出して）していないか。 

サーキットプロテクタを押し込んでください。再度

サーキットプロテクタが作動する場合は、そのまま

使用せずに弊社へご相談ください。（14ページ参照） 

 

＜現象＞・アウトリガーのインターロックランプが点灯しない。 

点検する箇所 処置のしかた 

アウトリガーが正常に取付けられているか。 

アウトリガーを奥まで差し込み、ジャッキアップし

てください。それでも点灯しない場合は、弊社へご

相談ください。 

 

＜現象＞・アウトリガーがスムーズにジャッキアップできない。 

点検する箇所 処置のしかた 

ジャッキ各部がさび付いていたり、ジャッキアップ

時に異音がしないか。 

ジャッキナットや可動部にグリースアップしてく

ださい。 

 

＜現象＞・作業床が上昇しない。 
・上昇途中で異音がして上昇しなくなる。 

点検する箇所 処置のしかた 

コントロールボックスの上昇操作を行っているか。 
押しボタンを押しながらレバーを右に回してくだ

さい。（13ページ参照） 

アウトリガーインターロック（4箇所）がすべて点

灯しているか。 

アウトリガーを正常にジャッキアップしてくださ

い。（12ページ参照） 

バッテリーが消耗していないか。 
バッテリー残量を確認し、減っている場合はバッテ

リーを充電してください。（9～10 ページ参照） 

最大使用質量を超えて使用していないか。 各機種の最大使用質量以下で使用してください。 

作業床が最大高さまで上昇していないか。 
最大高さまで上昇すると作業床は停止し、油圧機器

保護回路のため動作音がします。（13ページ参照） 

外気温が非常に低い場所で使用していないか。 

外気温が非常に低い場所では、作動油の粘度が高く

なり、最大使用質量以下でも油圧機器保護回路が作

動し上昇できないことがあります。 

作動油が規定量入っているか。 作動油を補充してください。（11ページ参照） 

 

＜現象＞・作業床が下降しない。 
・手動降下装置を操作しても下降しない。 

点検する箇所 処置のしかた 

バッテリーが消耗していないか。 
バッテリー残量を確認し、減っている場合はバッテ

リーを充電してください。（9～10 ページ参照） 

コントロールボックスの下降操作を行っているか。 
押しボタンを押しながらレバーを左に回してくだ

さい。（13ページ参照） 

手動降下装置を正常に操作しているか。 
手動降下装置（押しボタン）を奥まで押し込んでく

ださい。 
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始業前点検表                      
 

 

  型式（機種） ＥＷＡ－   AＤＣ 

  シリアルナンバー  

点検項目 点検内容 結果 結果 結果 

外観 

（目視・操作） 

各部に、曲がり・ねじれ・へこみ・亀裂がないか 

（台車、アウトリガー、支柱、作業床、手すり枠等） 

 

 
  

各部ボルトに緩みはないか 
 

 
  

手すり枠の開閉手すり（中さん）がスムーズに開

閉できるか 

 

 
  

各ラベルが読み取れるか 
 

 
  

電気系統 

（目視・操作） 

電源ボックス用キーを右に回した際、電源パイロ

ットランプが点灯するか 

 

 
  

アウトリガーをジャッキアップすると、各アウト

リガーインターロックランプが点灯するか 

 

 
  

バッテリー残量計が正常に点灯するか 

（点灯用押しボタンを押している間のみ点灯） 
   

コントロールボックスの操作で、正常に上昇・下降

操作ができるか 
   

各種配線、ケーブル類に傷・亀裂・腐食はないか 
 

 
  

アウトリガー 

（目視・操作） 

アウトリガーが正常にジャッキアップできるか 
 

 
  

ジャッキ部に変形がないか 
 

 
  

油圧機器 

（目視） 

油圧ユニット・シリンダ・各油圧ホースから油漏

れがないか 

 

 
  

作動油油量は適正か 

油量がレベルゲージメモリ『10～12』にあること 

 

 
  

昇降動作 

（目視・操作） 

昇降動作時、不安定な動作はないか 
 

 
  

昇降動作時、各部からいちじるしい異音がないか 
 

 
  

駆動部 

（目視） 

シーブ・チェーン等駆動部分の給油状態は適正か 

※駆動部は定期的に給油してください 

 

 
  

チェーンにたるみ・変形がないか 
 

 
  

手動降下装置 

（操作） 

手動降下装置にて下降できるか 

※電源 OFF の状態で地上にいる作業補助者が操

作・確認してください 
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保守点検のご案内                   

本製品の保証期間は、納入日から 1 年間です。 

※お客様の取扱いの誤りによる故障・破損に関しては保証対象外となります。 

 

製品の性能を保つため、保証期間が過ぎましたら保守点検（有償）を推奨しております。

詳しくは弊社までご相談ください。 

 

 

MEMO 
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ピカ コーポレイション 

〒５７７－００１３ 大阪府東大阪市長田中４－４－１０ 

ナビダイヤル ０５７０-０６４０６５（土日・祝祭日を除く９：００～１７：００まで） 

■ホームページアドレス https://www.pica-corp.jp 
 
※この取扱説明書の無断転用を禁じます。 
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